
【取組内容①】 個別最適かつ協働的な学びの実現に向けての授業改善

①生徒自身が学び方を選んで行うインプット活動。

②学んだことを共有するアウトプット活動

生徒は自由な形でテーマについて学び、ジャムボード
上で整理していく。

→生徒自身が選ぶからこそ個別最適な学びへ

学んだことについて、スライド
にまとめ、共有する。

→協働的な学びへ

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2



【取組内容①】 オンラインで他校と交流

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

交流する取組  【Google Meet】【Classroom】【Google Forms】

目標：外部との交流を通して、コミュニケーション力を伸ばす。（英語科）

近隣の小規模校とICTを用いて交流する

・Activity ” WhatamI?”
(Google Meet)
お互い問題を作りQ and Aをして
答えを当て合うActivityで交流した。

■本校は全校生徒30人の小規模校で、外部に発信したやりとりをする場面がなく、身についてき
た力をコミュニケーション能力として活かせる機会が少ない。そこで、ICTを活用し、オンライン
で定期的に他校と交流する場を設定した。

・自己紹介、Ice break
(Google Meet, Classroom)
ひとり一人自己紹介をし、KAHOOTを利用し交流した。

・学習支援ソフト[共有ノート]で交流
(Google Meet, Classroom)
About Meを書き出し、それに対する質問等を
自由にし合うWriting活動で交流した。



【取組内容①】 オンラインで他校と交流

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

交流する取組  【Google Meet】【Classroom】【Google Forms】

取組の成果
■オンライン交流を通して生徒からの感想
〈初回の感想より〉

〈6回目の感想より：オンライン交流をしてよかった点〉

■お互いの学校が小規模校だからこそのメリットもあり、
オンライン交流をすることによってコミュニケーション
能力の向上や意見の共有、協働的な学びなどの成果が
見られた。また、オンライン交流を継続することによって、
近隣校とのつながりだけではなく世界へコミュニケーション
の輪が広がっていく可能性を見つけることができた。
引き続き継続していきたい。

・仲間が増え、仲良くなれる
・コミュニケーション能力が高くなる
・英語を話す機会が増える
・英会話が実践的に練習でき、英語力向上につながる
・一人だとできない様々な意見を聞くことができ、みんなで気持ちの
共有ができる

・Feedback
（Google Forms）
感想等を書いて提出。

・楽しかった ・緊張した ・上手く言えなかった
・通信がうまくいかず途中で切れたりした
・次はもっと話せるようになりたい

会話のやりとり
（Google Meet）
即興でQ and Aをし、
Speaking活動で交流した。



【取組内容②】 インターネット上の動画教材の活用

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

情報を得る取組 【Classroom】【YouTube】【Googleスプレッドシート】
【Googleスライド】【Googleチャット】

目標：視覚的に情報を得ることで理想の動きや知識を身につける。
 ①体育科（器械運動）

 ②体育科（バスケットボール）

・二次元コードの読み取
り

・動画の閲覧（YouTube）
・実技の撮影
（動画を学習支援ソフトに提出）

・Googleスライドでルールの学習・スプレッドシートで進行度の確認・Classroomで手順の説明



【取組内容②】 インターネット上の動画教材の活用

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

情報を得る取組 【Classroom】【YouTube】【Googleスプレッドシート】
【Googleスライド】【Googleチャット】

③理科

④ 取組の成果
（体育科）動画を閲覧することで理想の動きの確認やルールの学習を何度でも行うことができるよ
うになった。それにより理想の動きと自分の動きとを比較することができ、「どこが違うのか」を
考えながら練習を重ねることで技能が向上し、昨年までできなかった技ができるようになった生徒
が増加した。また、授業ごとに自分の良い動きの動画を提出することで前回の自分を超えようとよ
り意欲的に授業に取り組むようになった。
（理科）お互いの意見を交流する場を作ることによって、考え方を共有することができた。それに
よって思考力・判断力・表現力等の向上につながった。ICTを有効活用して、動画を閲覧すること
により、子どもたちの理解も深まり、自主的に自分の考えを他者に伝えることができた。

・動画の閲覧（YouTube） ・Googleチャットでのフィードバック



【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実化

ＡＩドリルを活用した課題設定

本市ではAIドリルが導入されており、活用のた
めの実践研究が進められている。本校では朝の帯
活動と家庭学習に活用しており、AIドリルを用い
ることで課題の提示が半自動化され、生徒は自分
の理解度に応じた問題を解き進めることができる。
また、教師側からは生徒１人１人の進行状況や苦
手な問題などを把握できるため、生徒の理解度の
確認としても効果が高い。

学習支援ソフトを活用した課題設定
本市では学習支援ソフトが導入されており、活

用のための実践研究が進められている。本校では
普段の授業以外にも、家庭学習の課題提出に活用
している。例えば理科の自由研究では、従来はレ
ポート用紙に写真や絵をつけて提出していたが、
学習支援ソフトを使うことで、実験中の動画など
を貼り付けることができ、研究内容をより分かり
やすく詳細までまとめることができる。また、家
庭科では調理実習の課題として、生徒が家庭で調
理した料理の動画と写真の提出などを行っている。

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6



【取組内容④】 ＩＣＴ活用により、校務の効率化に成功

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

職朝記事を紙から
【Google Classroom】に
クラウド化する

取組内容
■毎朝プリントアウトして職員
室机上に配っていたのを
「Google Classroom」で共有
した。
成果
☆教師がタブレットを教室に
持って行くことで、同じ内容を
生徒に伝えることができる
☆リアルタイムで修正・変更・
追加・更新ができる
☆誰でも書き込める
☆紙が削減でき、印刷や配布の
手間が省ける
☆「スプレッドシート」や
「Google Forms」を貼りつけ
ることができる
次のステップ(次年度に向けて)
※「カレンダー」で予定管理

職員会議資料を
紙から共有ファイルに
データ化する

取組の成果
■職員会議の資料を、今年度
は紙とデータの両方を使用。
（紙をなくし、すべてデータ
化したい）
成果
☆原稿の締切を設定しなくて
いい
☆紙が削減できる
☆原稿のページ打ちをしなく
ていい
☆印刷しなくてもいい
☆紙とじしなくてもいい
☆配布しなくてもいい
次のステップ(次年度に向けて)
※「Google Classroom」を
利用することでPDF保存した
ファイルは１度に開くことが
できる

職員間での連絡を
【Google チャット】で
情報共有する

取組の成果
■メモや付箋を使うのではな
く、チャットを使って情報の
伝達や共有を行った

成果
☆紙や付箋が削減できる
☆PDFなどで情報量の多いも
のも使える
☆返事もできる
☆未読の時でも他の人が声を
かけて教えてくれる
☆個人向けだけでなく、全員
に情報発信することができる
次のステップ(次年度に向けて)
※非常勤の先生やスクールカ
ウンセラーなど常勤でない職
員との情報共有に使えるよう
にする



【取組内容⑤】 中辺路町活性化に向けた取組（NVP・・・Nakahechi Vanguard Project）

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

知る取組 【Jamboard】【Google フォーム】【Google スプレッドシート】
【Google ドキュメント】【Google スライド】【Google ドライブ】

目標：中辺路の魅力を知り、発信するための資料を集める。
 ①小学生・中学生・地域住民・飲食店で働く人やお客さんを対象にアンケートを実施

 ②調べたこと感じたことをまとめて発表し、地域の魅力を再確認

・発信方法の考察 ・地域のお店に取材 ・地域の方が考える魅力の調査

・魅力をまとめた ・協力校（中辺路小学校）で魅力を発表

小中共同Classroomの作成



【取組内容⑤】 中辺路町活性化に向けた取組（NVP・・・Nakahechi Vanguard Project）

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-9

発信する取組【Google フォーム】【Google ドライブ】【Google スライド】
【Google サイト】【Google meet】【情報発信可能なSNS】

目標：中辺路の魅力を発信し、より多くの方に中辺路を知ってもらう。
縦割り班に分かれて、宣伝準備・宣伝活動

自己評価

地元のマスコットキャラクター作成

ホームページの運営巨大二次元コード作成

もっといろんなことに
挑戦してみたいと感じた

この経験は、将来
役に立つと思う

慶應義塾大学メディア学部学生
と交流

他校生徒と交流（リモート）

中辺路の魅力を宣伝するとともに、
効果的な発信方法について協議した。

世界遺産「熊野古道」を宣伝した。



【取組内容⑤】 生徒が自らクラウドを活用し、主体的に取り組む活動

田辺市立中辺路中学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-10

生徒会活動での取組 【Classroom】【Google Forms】【Spreadsheet】

取組の成果
■全校Classroom利用
〈生徒会活動〉本部・各委員会

〈NVP活動〉各部署

〈その他〉先生-生徒・他学年

■職員、全校生徒全員が入っている「全校Classroom」を利用することで、生徒が主体的に呼びか
け等がしやすく、またアンケートが一斉にでき集計が効率的なので取組がスムーズに行えた。

各生徒会活動計画・報告
（Spreadsheet）

各委員会から全校への
呼びかけ・アンケート等
（Google Forms）

NVP各部署からのアンケート等
（Google Forms）

授業アンケート・各学年から他学年へ
（Google Forms）
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